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ネイチャー・ジャパン株式会社

ネイチャー・ジャパンは、ネイチャー・リサーチの出版物やサービスを取り扱うシュプリンガー・ネイチャーの日本

オフィスです。2016 年 3 月 1 日から「Springer Nature（シュプリンガー・ネイチャー）」を屋号（登録申請予定）

として出版並びに商業活動を開始いたしました。

事業内容

科学雑誌「Nature」の日本印刷版・電子版発行。科学ジャーナル、書籍、データベースの制作、販促、販売。カス

タム出版、メディア制作、広告営業等。

About Us

シュプリンガー・ネイチャーは、研究、教育、専門領域において世界をリードす

る出版社の 1 つです。シュプリンガー・ネイチャーは、世界最大規模の学術書籍

出版社であり、世界で最も影響力のあるジャーナルを多数発行しています。また

オープンリサーチにおけるパイオニアでもあります。私たちの使命は、科学を進

展させ、研究コミュニティーがより良い成果を挙げられるよう支援することで

す。高い評価と信頼を得ている多くのブランドから成る革新的な製品やサービス

を通して、研究者、学生、教員および専門家に向けて、科学、技術、医学、社会

科学および人文学分野のあらゆる情報へのアクセスを提供しています。

ネイチャー・リサーチは、世界の科学コミュニティーに役立つ質の高いジャーナ

ル、オンラインデータベース、研究者向けサービスといった商品やサービスを、生

命科学、物理科学、化学、応用科学の広範な分野において提供しています。1869 

年に創刊した Nature は、世界有数の週刊科学誌であり、グループの代表的出版

物でもあります。この他、定期購読モデルとして幅広い分野の Nature 関連誌

（Nature ブランドのリサーチジャーナル、レビュージャーナル）を、オープンアク

セスモデルとして総合科学の一流ジャーナルである Nature Communications

や、メガジャーナルである Scientific Reports などを出版しています。また、ト

レーニング、英文校正、科学論文校正などの幅広いサービスを提供しているほか、

ネイチャー・リサーチの全タイトルを擁するウェブサイト nature.com や、先

進的な科学関連求人情報サイト Naturejobs も運営しています。
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ネイチャー・リサーチの全タイトル

に nature.com からアクセスできま

す。何百万人もの卓越した科学関連分

野のプロフェッショナルたちが、最新

ニュース、各研究分野での最新の発見、

エキスパートの意見、製品への応用、

研究プロトコル、ネットワーキングな

どの情報を得るためにnature.comを

活用しています。

世 界 最 大 の 科 学 的 求 人 情 報 サ イト

Naturejobs は、科学関連の求人情報

や、キャリア情報および関連記事など

を提供しています。1 万 9000 件＊1 の

求人情報を掲載するNaturejobsには、

求人 1 件につき平均 5.5 人＊1 の応募が

あります。

� ＊1　Webtrends 2016 年

Nature Index は、世界トップクラス

の研究成果を国・機関別にプロファイ

リングしたデータベースサイトです。

第一線で活躍している現役研究者が

選 ぶ「 論 文 掲 載 し た い 自 然 科 学 系

ジャーナル」68 誌に掲載された原著

論文を収録し、毎月更新される直近

12 か月分のデータをクリエイティ

ブ・コモンズ・ライセンスの下で無料

公開しています。

シュプリンガー・ネイチャーは、生命科学、物理科学、臨床医学分野における先進的かつ独創的な研究論文を出版していま

す。1869 年に創刊された Nature は、科学界をリードする国際的な週刊ジャーナルで、科学技術のあらゆる分野において、

最高品質の査読研究論文を掲載しています。Nature 関連誌にはリサーチジャーナルとレビュージャーナルがあり、リサー

チジャーナルはどれも各分野においてトップ 10 にランキングされ、レビュージャーナルは各分野を牽引する国際的な研究

者によって執筆されています。
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Nature Index は、独自に厳選した自然科学系ジャーナル 68 誌に掲載された論

文を機関別に識別する、新たな研究指標です。高品質な発表論文を国・地域・機

関別に分析し、リアルタイムに近い即時性でご提供しています。

Nature Index サプリメント

Nature Index では、毎回異なる国や地域、題材に焦点を絞った特集冊子を毎年

数回発行しています。オンラインデータベースをもとに、国や機関の研究力や活

動の分析や解説を収録しています。Nature に同梱して全世界の読者に配布され

るほか、Nature Index はもちろん、nature.com にも掲載される、訴求力の大

変高い媒体です。

2017 年出版予定 発行日

Nature Index 2017 Japan 3 月 23 日

Nature Index 2017 China 5 月 25 日

Nature Index 2017 Research Excellence & Innovation 8 月 10 日

Nature Index 2017 United States 9 月 14 日

Nature Index 2017 Science in the City 10 月 12 日

Nature Index 2017 Science Inc. 11 月 9 日

Nature Index 2017 Clinical Medicine 12 月 14 日

収録国・地域数

165カ国
＊1

収録機関数

8550機関

（+6 万 8450 部署、関連機関等）
＊1

収録論文数

37万5000件

（2016 年度：5 万 5250 件）
＊1

月間ページビュー

17万162 ＊2

月間ユニークユーザー

8万46 ＊2
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Nature Index は、データベースに収録されている機関の個別プロフィールを自動的に生成します。各プロフィールには、研

究成果を分野別に、論文に基づく研究メトリクスおよび Altmetric スコアで表した “Research”、国内外の機関との共同研究

状況を示した “Collaboration”、関連・提携機関を一覧することができる “Relationships” のページが設けられています。

Enhanced Institutional Profile

Nature Index が生成するプロフィールページは、オプションでカスタムコンテンツを追加することができます。独自の取

り組みや施設の紹介、将来的な展望といったメッセージや、画像、動画、SNS フィード、ロゴや連絡先などを掲載すること

で、機関の特長をより具体的に分かりやすく発信することができます。

Enhanced Profile （アップグレードオプション）

論文分析ページ

RESEARCH HIGHLIGHT

オンラインプロフィール

（自動生成 : 無料）

連絡先 SNS動画カスタム
プロフィール

画像連絡先 SNS動画カスタム
プロフィール

画像 連絡先 SNS動画カスタム
プロフィール

画像

連絡先 SNS動画カスタム
プロフィール

画像

SNS動画カスタム
プロフィール

NEW

弊社編集部がインパクトの高い論文を年間 12 本

選抜し、概略を執筆・サイトに掲載いたします。

Research Highlight は毎月更新されます。

Highlight Your Aims and Achievements
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Spotlight On は、特定の地域や分野における研究活動を紹介する Naturejobs 

の特集です。複数の機関や企業、自治体に取材を行い、記事体広告特集としてま

とめています。

これまで数多くの国や地域、企業・機関の皆さまにご賛同いただいています。地

域の研究力を世界に向けて配信したい、海外の優秀な人材を呼び寄せたいとお考

えの、都道府県庁やサイエンスハブなどに大変お勧めの企画です。

Nature の特別企画として紙面に掲載されるので、世界中の有力な科学関係者の

目に触れ、サイエンス・シーンにおける知名度の向上が期待できます。また、世

界最大級の科学求人サイト Naturejobs にオンライン版が掲載されるため、有能

な人材の誘致なども期待できます。

＊1　BPA 2016 年 6 月　＊2　自社データ 2016 年　＊3　Webtrends 2016 年

Spotlight On の概要	

企画種類

広告特集

構成

・ 編集記事

・ 記事体広告

・ 一般広告

掲載

・ Nature 全世界版巻末

・ naturejobs.com

ページ数

通常 16 ～ 20 ページ

編集言語

英語

特典

オリジナル表紙付きの別刷冊子を

無料で 30 部ご提供します

A D V E R T I S E M E N T  F E A T U R E

A d v e r t i s e r  r e t a i n s  s o l e  r e s p o n s i b i l i t y  f o r  c o n t e n t

A D V E R T I S E M E N T  F E A T U R E

A d v e r t i s e r  r e t a i n s  s o l e  r e s p o n s i b i l i t y  f o r  c o n t e n t
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How to Turn 
Innovation into 
Impact
Western Australia’s largest and most 
multicultural university has always been a 
LEADER IN EDUCATION AND RESEARCH. 
Now it is turning that knowledge into 
economic value.
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Spotlight On

Nature 全世界版

発行部数

5万1416部
＊1

 

推定読者数

37万4364人
＊2

 

メールアラート登録者

50万178人
＊2

naturejobs.com

月間ページビュー

110万
＊3

 

月間ユニークユーザー

22万1000＊3

 

求職者

4万4000人
＊2

Highlight Your Aims and Achievements
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ネイチャー・リサーチでは、適切な読者に適切なメッセージを届けるための、カ

スタム化したコンテンツソリューションをご提供しています。コンテンツはご予

算や規模に合わせて選ぶことができ、プリント、デジタル、ソーシャルなどのメ

ディアやイベントなど複数のプラットフォームを組み合わせることも可能です。

・小冊子、書籍、雑誌など

・ウェブサイトのデザイン・管理

・インタラクティブメディア 

・動画

・アニメーション

コンテンツは、ニーズに合わせてカスタマイズいたします。たとえば以下のよう

なコンテンツ制作が可能です。

Research Highlights 

研究論文を分かりやすく解説した、400 ワード程度のニュース形式の記事。多く

の場合、1 つの研究を取り上げ、研究者へのインタビューを含みます。ハイイン

パクトな研究の紹介に最適です。

特集記事

1000 ワード程度の記事。複数の研究論文、または特定の

研究チームや機関、研究分野を取り上げて執筆いたします。

インパクト記事

研究の社会的、経済的、商業的なインパクトを論証すること

を目的とした短い記事。多くの場合、研究者やエンドユー

ザーへのインタビューを含みます。

論文 Research Highlight

印刷版 Web 版

＊1 Wyzowl　＊2 Moovly　＊3 Insivia　＊4 Insivia の Online Publishers Association より抜粋 　＊5 Forrester Research　＊6 Insivia の Forbes より抜粋

　　 動画のメリット

▪ �製品やサービスの紹介をするウェブ

ページに文章と動画が掲載されている

場合、69％のユーザーが動画を選択＊1

▪ �サイト滞在時間比較によると、文章のみ

のページに留まる時間は平均 57 秒、動画

を含むページに留まる時間は平均 6 分＊2

▪ �オンラインアクティビティの 3 分の1 が

動画視聴＊3

▪ �オンラインユーザーの 80％が、過去 30

日間に視聴した動画を記憶している＊4

▪ �ページに動画を掲載すると、Google 検

索結果上位 1 ページ目に表示される確

率が 53 倍に＊5

▪ �重役クラスの 59％が文章を読むよりも

動画の視聴を希望＊6

LETTER
doi:10.1038/nature14060

An anisotropic hydrogel with electrostatic repulsion
between cofacially aligned nanosheets
Mingjie Liu1, Yasuhiro Ishida1, Yasuo Ebina2, Takayoshi Sasaki2, Takaaki Hikima3, Masaki Takata3 & Takuzo Aida1,4

Machine technology frequently putsmagnetic or electrostatic repuls-
ive forces to practical use, as in maglev trains, vehicle suspensions or
non-contact bearings1,2. In contrast,materials designoverwhelmingly
focuses on attractive interactions, such as in themany advanced poly-
mer-based composites,where inorganic fillers interactwith apolymer
matrix to improvemechanicalproperties.However, articular cartilage
strikingly illustrates how electrostatic repulsion can be harnessed to
achieveunparalleled functional efficiency: it permits virtually friction-
lessmechanicalmotionwithin joints, evenunder high compression3,4.
Here we describe a composite hydrogel with anisotropicmechanical
properties dominated by electrostatic repulsion between negatively
chargedunilamellar titanatenanosheets5 embeddedwithin it.Crucial
to the behaviour of this hydrogel is the serendipitous discovery of
cofacial nanosheet alignment in aqueous colloidal dispersions sub-
jected to a strong magnetic field, which maximizes electrostatic
repulsion6andthereby inducesaquasi-crystalline structuralordering7,8

overmacroscopic length scales andwithuniformly large face-to-face
nanosheet separation.We fix this transiently induced structural order
by transforming thedispersion intoahydrogel9,10 using light-triggered
in situ vinyl polymerization11. The resultant hydrogel, containing
charged inorganic structures thataligncofacially inamagnetic flux12–19,
deforms easily under shear forces applied parallel to the embedded
nanosheets yet resists compressive forces applied orthogonally. We
anticipate that the concept of embedding anisotropic repulsive elec-
trostatics within a compositematerial, inspired by articular cartilage,
will open up new possibilities for developing soft materials with un-
usual functions.
In an extension of our work on water-rich hydrogels supported

by a three-dimensional supramolecular network composed of clay
nanosheets20,21, here we replace clays with metal-oxide nanometre-scale
sheets.We focusedon theunilamellar titanate(IV)nanosheetTiNS (ref. 5,
Supplementary Fig. 1a), which combines a number of unusual features
(Fig. 1). It consists only of surface atoms adopting a single-crystal-like
two-dimensional array and is therefore ultrathin (0.75 nm), with an ex-
ceptionally high aspect ratio of about,104 (Fig. 1b). In aqueous media,
it has a high density of negative surface charges that are screened by
counterions to give an electric double layer; these counterions ensure
efficient dispersion without the need for surfactants. Irradiation with
ultraviolet light (wavelength l< 260 nm) of an aqueous colloidal dis-
persion of the semiconducting TiNSs produces hydroxyl radicals that
trigger in situ radical polymerization of added acrylamide derivatives
into polymer chains, which are then non-covalently linked by the TiNSs
toproduce a cross-linkedhydrogel network11 (Fig. 1d).During the course
of our present investigation we also discovered that colloidally dispersed
TiNSs in a strongmagnetic fieldwill align cofacially (Fig. 2a),whichgives
rise to unusual electrostatics in that itmaximizes the electrostatic repuls-
ive force acting between two sheets6 (Fig. 1a).
Althoughmagnetic orientation is classically used for non-contact and

nondestructive orientation of one- and two-dimensional anisotropic
objects22,23, it is rarely applied tometal-oxide nanosheets12–14. In themost

studied system, that of the diamagnetic niobate(V) nanosheet NbNS
(Fig. 1c and Supplementary Fig. 1b)12,13, the sheets align not cofacially as
in TiNS (Fig. 2a), but parallel to the applied magnetic flux (Fig. 2b), as
shown using light-scattering measurements. With no applied magnetic
field, an aqueous dispersion containing 0.4wt% NbNS exhibited an op-
tical transmittance of 22% at 450 nm (broken line in Fig. 2d). Upon
placing the dispersion in a superconducting 10T magnet with its mag-
netic flux directed orthogonal to the incident light (H) and then parallel
(//), the optical transmittance fell to 18% and then increased to 27%,
respectively (Fig. 2d and Supplementary Fig. 4b and d). Thesemagnetic-
field-induced changes in optical transmittance are as expected, given the
reported orientation behaviour ofNbNS in amagnetic field (Fig. 2b)12,13.
In contrast, TiNS, with its orthogonal sheet orientation to an applied

magnetic flux (Fig. 2a), exhibits opposite and also more pronounced
magneto-responsive changes: theoptical transmittanceof a0.4wt%TiNS
dispersion changed from 67% for orthogonal conditions to 13% for
parallel conditions (Fig. 2c and Supplementary Fig. 4a and c). We also
note that, as sketched inFig. 2b andd,NbNSs are still able to rotate freely
around the orientation vector12,13 upon application of a magnetic field,
whereas TiNSs form a layered structure with a quasi-crystalline order
on amacroscopic length scale, giving rise to a larger optical anisotropy
(Fig. 2c) than that seenwithNbNSs (Fig. 2d). Superconductingquantum
interferencedevice (SQUID)measurements confirm thatbothTiNSand
NbNSarediamagnetic (SupplementaryFig. 3), and theorientationbeha-
viour of both species is consistent with that predicted by a theory estab-
lished for diamagnetic species (Supplementary Fig. 2 andSupplementary
Table 2)24.
When attenuating the applied magnetic field from 10T to,4T, the

TiNS dispersion began to lose its optical anisotropy owing to thermal
structural relaxation (Supplementary Fig. 5). As expected from the
results of earlier works that locked in structural features by covalent
crosslinking17,19,25, this relaxationwas completely suppressed by convert-
ing the dispersion into a hydrogel using our light-triggered in situ poly-
merization method11 (Fig. 3a) and the anisotropy of the supramolecular
gel product was visible to the naked eye (Fig. 3b). We used here a small
amount of an organic crosslinker (Fig. 1d) to tune themechanical prop-
erties of the hydrogel (Supplementary Information section 4). As shown
in Fig. 3b, the resultant hydrogel looked opaque when viewed along the
appliedmagnetic flux direction (see Fig. 3b, (i)) but exhibitedhighoptical
transparency when viewed from orthogonal directions (see Fig. 3b, (ii)
and (iii)).
SynchrotronX-raymeasurements on the optically anisotropic hydro-

gel (TiNS; 0.6wt%)withbeamsorthogonal to theTiNSplaneproduced a
two-dimensional small-angle X-ray scattering (SAXS) profile with only
a single diffuse spot (Fig. 3c, (i)), whereas parallel X-ray beams produced
a SAXSprofilewith a linear array ofmultiplediffuse spots up to the (500)
face (Fig. 3c, (ii)) that indicates thatTiNSs alignwith a uniformplane-to-
plane separation of 35.5nm. This separation expands to 52.4 nm upon
twofold dilution of the dispersion (TiNS; 0.3wt%) before the dispersion
was converted to the gel. Upon further dilution to 0.1wt%, the diffuse

1RIKEN Center for Emergent Matter Science, 2-1 Hirosawa, Wako, Saitama 351-0198, Japan. 2National Institute for Materials Science, International Center for Materials Nanoarchitectonics, 1-1 Namiki,
Tsukuba, Ibaraki 305-0044, Japan. 3RIKEN SPring-8 Center, 1-1-1 Kouto, Sayo, Hyogo 679-5198, Japan. 4Department of Chemistry and Biotechnology, School of Engineering, The University of Tokyo,
7-3-1 Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo 113-8656, Japan.
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CELL BIOLOGY & 
IMMUNOLOGY

A widespread cancer-causing 
protein called MYC promotes 
the growth of tumor cells in 
part by ensuring that RNA 
transcripts are properly spliced, 
according to latest work from 
A*STAR researchers1. Drugs that 
block parts of the cell’s splicing 
machinery may provide a new 
way to halt the proliferation of 
MYC-driven cancers.

“Cells overexpressing the 
oncogene MYC will be more sensi-
tive to inhibition of the splicing 
machinery,” says Ernesto Guccione, 
from the A*STAR Institute of 
Molecular and Cell Biology, who 
led the research. “Targeting the 
core components of the splicing 
machinery may be a novel Achilles’ 
heel to therapeutically target 
MYC-driven tumors.”

The MYC oncoprotein is a 
central driver in the majority of 
human cancers. MYC binds to 
active regulatory elements in the 
genome and broadly amplifies gene 
expression, leading to rampant cell 
growth. This process, however, 
is not random or indiscriminate. 
Guccione, in collaboration with 
colleagues in Italy, recently showed 
that MYC preferentially activates 
distinct subsets of target genes to 
control cellular states2.

Following up on that observa-
tion, Guccione and his colleagues 
from A*STAR decided to inves-
tigate which gene sets are turned 
on by MYC in mouse models of 
lymphoma. One gene set that stood 
out involved components of the 
spliceosome, the molecular complex 
that helps prepare messenger RNA 

(mRNA) transcripts for protein 
production by removing noncoding 
segments called introns.

These genes include PRMT5, 
which codes for a key enzyme that 
ensures proper maturation of the 
spliceosomal complex. PRMT5 
and others help assemble the 
proteins that form the spliceosome. 
Guccione’s team showed that mice 
with only one functional copy of 
PRMT5 — instead of the usual two 
— develop lymphoma more slowly.

PRMT5 depletion led to a 
range of splicing defects linked to 
the retarded tumor growth. And 
drug-like molecules called antisense 
oligonucleotides (which disrupt 
proper splicing) also reduced the 
viability of cancer cells taken from 
mice with lymphoma. Together, the 
results suggest that splicing-associ-
ated genes like PRMT5 are critical 
to MYC-driven tumor formation.

Further support for this 
idea came from human clinical 
samples. Guccione and colleagues 
studied samples from people with 
lymphoma. They found a link 
between MYC overexpression and 
the activity of spliceosome-related 
genes. Notably, high expression 
of PRMT5 correlated with worse 
clinical outcomes. In the labora-
tory, knocking out PRMT5, or 
another core component of the 
splicing machinery in human 
lymphoma cell lines, also reduced 
cell viability.

“The inhibition of PRMT5 may 
have potential therapeutic utility 
in cancer treatment,” explains 
Cheryl Koh, a postdoctoral fellow 
in Guccione’s lab and the co-first 
author of the new study.

Blocking the spliceosome could inhibit the growth of MYC-driven tumors.

Cancer: 

RNA splicing machinery offers 
new drug target

1. Koh, C. M., Bezzi, M., Low, D. H. P., 
Ang, W. X., Teo, S. X. et al. MYC 
regulates the core pre-mRNA 
splicing machinery as an essential 
step in lymphomagenesis. 
Nature 523, 96–100 (2015).

2. Sabò, A., Kress, T. R., Pelizzola, M., 
de Pretis, S., Gorski, M. M. et al. 
Selective transcriptional regulation 
by Myc in cellular growth control 
and lymphomagenesis. Nature 511, 
488–492 (2014).

Blocking the spliceosome delays the progression of lymphoma  
in mice
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Reprint Collection 

Nature Reprint Collection は、これまでに Nature または Nature 関連誌で発表された、高品質な貴機関の論文を集め、

魅力的な冊子にまとめた研究ポートフォリオです。

一般的な Nature Reprint Collection は、表紙、序文、本文、編集記事、論文という、それぞれ高品質で明確に異なる 5 つ

の要素で構成されます。読みやすく情報価値の高い編集記事は、Nature スタンダードのサイエンスライターが執筆いたし

ます。掲載する論文はご指定いただき、発表当時のフォーマットで再版します。

表紙
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T h Nem untia dolo ent moloribus, sentia ea nihit re 
vit voluptatur arciet excepratur, ut veni voluptatios 
doluptio od magnaturem quo molupta spitate re-
pelib eatiberibus quis etum fugiatius et imus in-

venis di dolupturem voluptatur, vellora id expliquiat.
Ere comnim fugia velitibus et facea qui odi repreiur res-

tiumquas aut ut dus saes volupta speribus quodia dolupta 
quiant atur rem. Nequuntis isit, to dolut rehendanis quunt.

Aborepro et laut ellorum eum ad quatum rempori 
buscitiorem doloremperro omnis in pore o�  c to dolor-
rum vendanda volupta ssequi audanditae disqui voluptatem rerupta porporunte 
explis cus eatis dolorit as veliquo dolorro cum quate ditist arum neture expe 
cusam sunti nimodig endanis simusa a adicil magnam ne quia cum, conempos 
doloris magnisimi, aspelibero modit pre perum que etur si sitatiorum eum comnis 
nonesse nimaxim oluptate nossimu sapitia sitatempore con nus si is dolupta que 
voluptum rehenis voluptatem si cusdand aessim comnimagnim fugiatquatur aut 
este omnihil iumque voluptatem quam, qui arunt aut enda verro berores preperu 
ntemporio. Nam, es inctemo luptaesed molum fugia name pero tem voluptatia 
sandus dolupti quatis mi, qui aut rature conse con pos aperumquae istibus, seceris 
tiatempor as autat et, ut alit et andipid eos doles il idit lacest facepta plaborerspe 
pore aut assi nusae voluptatur, unt antibus maximaiorrum dentionsed ut exerio 
occusa duci derum ides estiass edipit occus magnis qui doluptam am ipienim ag-
nist, autatenis quis de occum, solorro et harum et alignatem nis dolore, tenimaio 
exceatio te nienti ut ipit, qui ipsaperro ex et, illendis a ipicia iunt.esse nimaxim 
oluptate nossimu sapitia sitatempore con nus si is dolupta que voluptum rehenis 
voluptatem si cusdand aessim comnimagnim fugiatquatur aut este omnihil 
iumque voluptatem quam, qui arunt aut enda verr

nis  illaut re nonseque estia que pro eri quis consed molorum consene pedi nit 
ese esse nimaxim oluptate nossimu sapitia sitatempore con nus si is dolupta que 
voluptum rehenis voluptatem si cusdand aessim comnimagnim fugiatquatur aut 
este omnihil iumque voluptatem quam, qui arunt aut enda verro berores preperu 
ntemporio. Nam, es inctemo luptaesed molum fugia name pero tem voluptatia 
sandus dolupti quatis mi, qui aut rature conse con pos aperumquae istibus, seceris 
tiatempor as autat et, ut alit et andipid eos doles il idit lacest facepta plaborerspe 
pore aut assi nusae voluptatur, unt antibus maximaiorrum dentionsed ut exerio 
occusa duci derum ides estiass edipit occus magnis qui doluptam am ipienim ag-
nist, autatenis quis de occum, solorro et harum et alignatem nis dolore, tenimaio 
exceatio te nienti ut ipit, qui ipsaperro ex et, illendis a ipicia iunt.
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re nonem ium vit erepudam ilignis aut mo tem fuga. Ut et pore doluptia sam la is ad quatesectem 
nonsequiscia des dolores simpore landi dolorrum et quatur, quaepelis arum fuga. 

quiae nem ut omnis vitia nonsequia preicae. 
Ut aut earia sitem a corio et a experia nis 
perorem untoria tentios ma dolo doluptis 
ad quam harum, sed est re doleni reicit, 
ipsam deliqui conectureici ipsant et omnis 
voluptatur, sa di sim ut rempores rem es is 
et, eturehe nduciunt vero tem in et quatur 
asseditat explauda volum vollora dolore 
prerere volumqui verit, conseque exerion 
sequam int reseque con cores voloratur?

Bitatem eos accupta consequod mod 
mosapit volenis et utempos eosant et vella-
tendae nuscius qui quat quis doluptat adit 
etur? Aqui dia dentibus, coris quam et quas 
eossi ilis pratios apellab orerum sa sunt.

Ro iniendion plab in consedi ut occupta 
ditemol orepres essimus sumenis re porrovi-
dent ilignatem rerum fugia ipicae eum saest 
assit, sit faccuscia et lamet facima dolupti 
antiorem quatus anihil idunt enis eosam 
quod moluptatur? Obis acestrum id qui dis 
quidipsamet quas ulluptu riorendae non net 
vero bea dicidem poritas accum et ercia sin 
ea sit moloreh entibus ditatur minventium 
quatis volorro eum ut et re, cuptat re mo 
inis sumet fugia quam debis et es accupta 
tiusciti omnim fuga. Borerum commolo 
veligen ditate sunt ad magnatis dolupta ad 
que dendis in corem ra quuntem. Occusa 
commolo rporum endam, comni doluptati 
ut offici aut as quidis volorpore lacitiuntur 
sitem quod mint dition coreste voluptust, 
sitaquae. Et invendi tatusam excersp eratur 
suntibusant voluptae magnisimos ratquo 
molessit lab iditae vid minis asped quam, 

id que eumendis ad qui offictisci quaerep 
ereptat as sam, quatioMinte lam faccus ex es 
ressint orrovid ellat.

Met dolutae vit enis que pratus, serum 
et et int harum iuntis iunt velit volorem 
vit latur, omnis dellupt iandaep eressit qui 
voluptatus.

Tor molorem si rem qui te vent fugia nem 
etustis et velibus autem inciatur acepudae. 

Ut aut lit odiae ea nulparum int et vitibusdae 
maximin resequam volorib usaeperes inver-
nates re volenim aborem suntorio quas nobis 
nonsend ignissincta audanda coribeatur?

Ici officiundae voluptias nullandus aditi-
isti rest que parchit atusapiendis dolescima 
nimolup tatenis eniendis autempore idebita 
quatectas sae. Abor aut maiosa volorem 
essit, aute vel in cus in conse delibea dolest, 
sequi aut int litiorios de moluptassus veles 
dolorrum
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inis sumet fugia quam debis et es accupta 
tiusciti omnim fuga. Borerum commolo 
veligen ditate sunt ad magnatis dolupta ad 
que dendis in corem ra quuntem. Occusa 
commolo rporum endam, comni doluptati 
ut offici aut as quidis volorpore lacitiuntur 
sitem quod mint dition coreste voluptust, 
sitaquae. Et invendi tatusam excersp eratur 
suntibusant voluptae magnisimos ratquo 
molessit lab iditae vid minis asped quam, 

id que eumendis ad qui offictisci quaerep 
ereptat as sam, quatioMinte lam faccus ex es 
ressint orrovid ellat.

Met dolutae vit enis que pratus, serum 
et et int harum iuntis iunt velit volorem 
vit latur, omnis dellupt iandaep eressit qui 
voluptatus.

Tor molorem si rem qui te vent fugia nem 
etustis et velibus autem inciatur acepudae. 

Ut aut lit odiae ea nulparum int et vitibusdae 
maximin resequam volorib usaeperes inver-
nates re volenim aborem suntorio quas nobis 
nonsend ignissincta audanda coribeatur?

Ici officiundae voluptias nullandus aditi-
isti rest que parchit atusapiendis dolescima 
nimolup tatenis eniendis autempore idebita 
quatectas sae. Abor aut maiosa volorem 
essit, aute vel in cus in conse delibea dolest, 
sequi aut int litiorios de moluptassus veles 
dolorrum

Sub-header here
Ihilliquisque earciis itionecatur? Quiae 
aceped maion pa in ressitium autendignat 
eliquun daeperem quisit restiorum que ea id 
quiae nem ut omnis vitia nonsequia preicae. 
Ut aut earia sitem a corio et a experia nis 
perorem untoria tentios ma dolo doluptis 
ad quam harum, sed est re doleni reicit, 
ipsam deliqui conectureici ipsant et omnis 
voluptatur, sa di sim ut rempores rem es is 
et, eturehe nduciunt vero tem in et quatur 
asseditat explauda volum vollora dolore 
prerere volumqui verit, conseque exerion 
sequam int reseque con cores voloratur?

Bitatem eos accupta consequod mod 
mosapit volenis et utempos eosant et vella-
tendae nuscius qui quat quis 

etur? Aqui dia dentibus, coris quam et 
quas doluptat adit etur? Aqui dia dentibus, 
coris quam et quas eossi ilis pratios apellab 

Image information goes here. Ro iniendion plab in consedi ut occupta ditemol orepres essimus sumenis 
re porrovident ilignatem rerum fugia ipicae eum saest assit, sit faccuscia et lamet facima dolupti 

A es accupta tiusciti omnim fuga. 
Borerum commolo veligen ditate 
sunt ad magnatis dolupta ad que 
dendis in corem ra quuntem. 

Occusa commolo rporum endam, comni 
doluptati ut offici aut as quidis volorpore 
lacitiuntur sitem quod mint dition coreste 
voluptust, sitaquae. Et invendi tatusam 
excersp eratur suntibusant voluptae magni-
simos ratquo molessit lab iditae vid minis 
asped quam, id que eumendis ad qui offic-
tisci quaerep ereptat as sam, quatioMinte 
lam faccus ex es ressint orrovid ellat.

Met dolutae vit enis que pratus, serum 
et et int harum iuntis iunt velit volorem 
vit latur, omnis dellupt iandaep eressit qui 
voluptatus.

Tor molorem si rem qui te vent fugia nem 
etustis et velibus autem inciatur acepudae. 
Ut aut lit odiae ea nulparum int et vitibusdae 
maximin resequam volorib usaeperes inver-
nates re volenim aborem suntorio quas nobis 
nonsend ignissincta audanda coribeatur?

Ici officiundae voluptias nullandus aditi-
isti rest que parchit atusapiendis dolescima 
nimolup tatenis eniendis autempore idebita 
quatectas sae. Abor aut maiosa volorem 
essit, aute vel in cus in conse delibea dolest, 
sequi aut int litiorios de moluptassus veles 
dolorrum

es accupta tiusciti omnim fuga. Borerum 
commolo veligen ditate sunt ad magnatis 
dolupta ad que dendis in corem ra quuntem. 
Occusa commolo rporum endam, comni 

doluptati ut offici aut as quidis volorpore 
lacitiuntur sitem quod mint dition coreste 
voluptust, sitaquae. Et invendi tatusam 
excersp eratur suntibusant voluptae magni-
simos ratquo molessit lab iditae vid minis 
asped quam, id que eumendis ad qui offic-
tisci quaerep ereptat as sam, quatioMinte 
lam faccus ex es ressint orrovid ellat.

Met dolutae vit enis que pratus, serum 
et et int harum iuntis iunt velit volorem 
vit latur, omnis dellupt iandaep eressit qui 
voluptatus.

Sub-header here
Ihilliquisque earciis itionecatur? Quiae 
aceped maion pa in ressitium autendignat 
eliquun daeperem quisit restiorum que ea id 

Image information goes here. Ro iniendion plab in consedi ut occupta ditemol orepres essimus sumenis 
re porrovident ilignatem rerum fugia ipicae eum saest assit, sit faccuscia et lamet facima dolupti 
antiorem quatus anihil idunt enis eosam quod moluptatur? Obis acestrum id qui dis quidipsamet quas 
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Editorial title here
A four line abstract can go here. Ceria volectis nimagna tiberum esequis maximolore libus abore, 
sit aceriste solupiendit eum inctem eicitio nsequuntur molupis di ut harchil iasperc imincipsam sum 
re nonem ium vit erepudam ilignis aut mo tem fuga. Ut et pore doluptia sam la is ad quatesectem 
nonsequiscia des dolores simpore landi dolorrum et quatur, quaepelis arum fuga. 

quiae nem ut omnis vitia nonsequia preicae. 
Ut aut earia sitem a corio et a experia nis 
perorem untoria tentios ma dolo doluptis 
ad quam harum, sed est re doleni reicit, 
ipsam deliqui conectureici ipsant et omnis 
voluptatur, sa di sim ut rempores rem es is 
et, eturehe nduciunt vero tem in et quatur 
asseditat explauda volum vollora dolore 
prerere volumqui verit, conseque exerion 
sequam int reseque con cores voloratur?

Bitatem eos accupta consequod mod 
mosapit volenis et utempos eosant et vella-
tendae nuscius qui quat quis doluptat adit 
etur? Aqui dia dentibus, coris quam et quas 
eossi ilis pratios apellab orerum sa sunt.

Ro iniendion plab in consedi ut occupta 
ditemol orepres essimus sumenis re porrovi-
dent ilignatem rerum fugia ipicae eum saest 
assit, sit faccuscia et lamet facima dolupti 
antiorem quatus anihil idunt enis eosam 
quod moluptatur? Obis acestrum id qui dis 
quidipsamet quas ulluptu riorendae non net 
vero bea dicidem poritas accum et ercia sin 
ea sit moloreh entibus ditatur minventium 
quatis volorro eum ut et re, cuptat re mo 
inis sumet fugia quam debis et es accupta 
tiusciti omnim fuga. Borerum commolo 
veligen ditate sunt ad magnatis dolupta ad 
que dendis in corem ra quuntem. Occusa 
commolo rporum endam, comni doluptati 
ut offici aut as quidis volorpore lacitiuntur 
sitem quod mint dition coreste voluptust, 
sitaquae. Et invendi tatusam excersp eratur 
suntibusant voluptae magnisimos ratquo 
molessit lab iditae vid minis asped quam, 

id que eumendis ad qui offictisci quaerep 
ereptat as sam, quatioMinte lam faccus ex es 
ressint orrovid ellat.

Met dolutae vit enis que pratus, serum 
et et int harum iuntis iunt velit volorem 
vit latur, omnis dellupt iandaep eressit qui 
voluptatus.

Tor molorem si rem qui te vent fugia nem 
etustis et velibus autem inciatur acepudae. 

Ut aut lit odiae ea nulparum int et vitibusdae 
maximin resequam volorib usaeperes inver-
nates re volenim aborem suntorio quas nobis 
nonsend ignissincta audanda coribeatur?

Ici officiundae voluptias nullandus aditi-
isti rest que parchit atusapiendis dolescima 
nimolup tatenis eniendis autempore idebita 
quatectas sae. Abor aut maiosa volorem 
essit, aute vel in cus in conse delibea dolest, 
sequi aut int litiorios de moluptassus veles 
dolorrum

Sub-header here
Ihilliquisque earciis itionecatur? Quiae 
aceped maion pa in ressitium autendignat 
eliquun daeperem quisit restiorum que ea id 
quiae nem ut omnis vitia nonsequia preicae. 
Ut aut earia sitem a corio et a experia nis 
perorem untoria tentios ma dolo doluptis 
ad quam harum, sed est re doleni reicit, 
ipsam deliqui conectureici ipsant et omnis 
voluptatur, sa di sim ut rempores rem es is 
et, eturehe nduciunt vero tem in et quatur 
asseditat explauda volum vollora dolore 
prerere volumqui verit, conseque exerion 
sequam int reseque con cores voloratur?

Bitatem eos accupta consequod mod 
mosapit volenis et utempos eosant et vella-
tendae nuscius qui quat quis 

etur? Aqui dia dentibus, coris quam et 
quas doluptat adit etur? Aqui dia dentibus, 
coris quam et quas eossi ilis pratios apellab 

Image information goes here. Ro iniendion plab in consedi ut occupta ditemol orepres essimus sumenis 
re porrovident ilignatem rerum fugia ipicae eum saest assit, sit faccuscia et lamet facima dolupti 

A es accupta tiusciti omnim fuga. 
Borerum commolo veligen ditate 
sunt ad magnatis dolupta ad que 
dendis in corem ra quuntem. 

Occusa commolo rporum endam, comni 
doluptati ut offici aut as quidis volorpore 
lacitiuntur sitem quod mint dition coreste 
voluptust, sitaquae. Et invendi tatusam 
excersp eratur suntibusant voluptae magni-
simos ratquo molessit lab iditae vid minis 
asped quam, id que eumendis ad qui offic-
tisci quaerep ereptat as sam, quatioMinte 
lam faccus ex es ressint orrovid ellat.

Met dolutae vit enis que pratus, serum 
et et int harum iuntis iunt velit volorem 
vit latur, omnis dellupt iandaep eressit qui 
voluptatus.

Tor molorem si rem qui te vent fugia nem 
etustis et velibus autem inciatur acepudae. 
Ut aut lit odiae ea nulparum int et vitibusdae 
maximin resequam volorib usaeperes inver-
nates re volenim aborem suntorio quas nobis 
nonsend ignissincta audanda coribeatur?

Ici officiundae voluptias nullandus aditi-
isti rest que parchit atusapiendis dolescima 
nimolup tatenis eniendis autempore idebita 
quatectas sae. Abor aut maiosa volorem 
essit, aute vel in cus in conse delibea dolest, 
sequi aut int litiorios de moluptassus veles 
dolorrum

es accupta tiusciti omnim fuga. Borerum 
commolo veligen ditate sunt ad magnatis 
dolupta ad que dendis in corem ra quuntem. 
Occusa commolo rporum endam, comni 

doluptati ut offici aut as quidis volorpore 
lacitiuntur sitem quod mint dition coreste 
voluptust, sitaquae. Et invendi tatusam 
excersp eratur suntibusant voluptae magni-
simos ratquo molessit lab iditae vid minis 
asped quam, id que eumendis ad qui offic-
tisci quaerep ereptat as sam, quatioMinte 
lam faccus ex es ressint orrovid ellat.

Met dolutae vit enis que pratus, serum 
et et int harum iuntis iunt velit volorem 
vit latur, omnis dellupt iandaep eressit qui 
voluptatus.

Sub-header here
Ihilliquisque earciis itionecatur? Quiae 
aceped maion pa in ressitium autendignat 
eliquun daeperem quisit restiorum que ea id 

Image information goes here. Ro iniendion plab in consedi ut occupta ditemol orepres essimus sumenis 
re porrovident ilignatem rerum fugia ipicae eum saest assit, sit faccuscia et lamet facima dolupti 
antiorem quatus anihil idunt enis eosam quod moluptatur? Obis acestrum id qui dis quidipsamet quas 
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Nature ダイジェスト

Nature ダイジェストは、Nature に掲載されたニュース記事や社説、解説の日本

語翻訳などをまとめた、月刊科学マガジンです。世界の科学情報、社会情勢、科

学政策のほか、国内のニュース性の高い情報も広く取り上げています。一般読者

向けにオンライン発行しているほか、機関購読向けに印刷版を出版しています。

News in Japan

Nature ダイジェストのオリジナルコンテンツです。世界をリードする日本の研

究、重要ニュースを独自取材しています。新分野の勃興や、日本の科学界に大き

な影響を及ぼし得る出来事をお伝えします。

nature.asia/ndigest

News in Japan で機関の研究が取り上げられた号に、記事体広告をご掲載いただくと、高い相乗効果を期待することがで

きます。

オンライン版

記事体広告は無料公開。誰でもアクセ

スできるので、より多くの読者にリー

チすることができます。記事体広告を

ご出稿いただくと、対応する News in 

Japan も無料公開いたします。

（通常は有料コンテンツ）

プリント版

機関購読向けに発行しているプリン

ト版にも掲載。記事体広告は、 News 

in Japan の見開きまたは後続ページ

に掲載します。

アプリ

App Store / Google Play で販売し

ているアプリ版にも掲載します。

リプリント（オプション）

News in Japan と記事体広告のみを

抜き刷りしたリプリント冊子を制作

いたします。

プリント版 オンライン版

科学が深まる、世界が広がる

wwww.nature.com/naturedigest
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太陽系外惑星探査　次の20年

とっておき年間画像特集2015

ヒトゲノム編集の世界情勢

転移するがん細胞は増殖しない
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Nature Masterclasses

Nature Masterclasses は、 Nature ・Nature 関連誌の編集者による、科学論文執筆と発表のためのワークショップです。研

究者の能力開発支援、発表論文の品質向上にお役立てください。実際に編集者が出向く対面式ワークショップのほか、ウェ

ビナー形式、オンライン形式でご提供しています。

研究者のメリット

・執筆スキルの向上

・編集プロセスに対する明確な理解

・編集者と協働する最善の方法を知る

・�研究の再現性、評価指標の責任ある取り扱い方法などの 

問題に対する理解

研究機関のメリット

・所属する研究者の能力開発

・発表する科学論文の品質向上

・研究に対するコミットメントの明示

・指導時間の削減

対面式　　最大人数：25 人

Nature ・Nature 関連誌の現役編集者を含む、経験豊富なサイエンスエディターが 2 名体制で指導する、インタラクティ

ブで密度の濃いワークショップです。受講者は論文要旨の草稿を持参し、その詳細について編集者と話し合うことができま

す。一般的なワークショップは 1 日から 3 日間 かけて行い、内容はニーズに合わせてカスタマイズいたします。

ウェビナー　　最大人数： 200 人

Nature ・Nature 関連誌の現役編集者を含む、経験豊富なサイエンスエディター

が 2 名体制で指導する、90 分間のインタラクティブなウェビナーです。ウェビ

ナー全体を通して行われる、投票や質疑応答セッションより、受講者の積極的な

参加と、経験の共有を促します。

オンライン　new　　最大人数：契約機関の規模により異なる

Nature ・Nature 関連誌の編集者 36 名が、トップサイエンスジャーナルが論文

に求める要素について、解説します。

　15 のモジュールで論文執筆から出版までの全工程を網羅、合計最大 15 時間

のワークショップです。

Maximise Academic Impact  
& Researcher Support
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Nature Research Academies

執筆者向けワークショップ

比較的キャリアの初期段階にある研究者向けの講座です。国際的ジャーナルでの

論文発表、専門分野におけるインパクトの拡大を支援をします。

テーマや分野はニーズに合わせてカスタマイズいたします。

査読者向けワークショップ

ポスドク研究者やジュニアレベルの教員を対象とした、インタラクティブな講座

です。投稿論文の効果的な評価や、質の高い建設的な査読レポートの作成にお役

立てください。

ジャーナル編集者向けワークショップ

ジャーナル編集者を対象とした、インタラクティブな講座です。影響力の高いジャー

ナルを開発・管理していくために必要なスキルと実践的なノウハウを学びます。

オプションとして、マンツーマンのコンサルティングも行っています。

（対象ジャーナルを精読し、評価レポートを作成、編集戦略開発を支援します。）

例）1. リーディングの戦略

2. 論文発表の倫理

3. 査読

4. 学術英語

5. 投稿論文の構成

6. 論文掲載戦略

7. 論文投稿

8. 学会発表

1. 物理科学及び工学

2. 臨床研究及び医学

3. 生命科学

4. 社会科学及び人文科学

Nature Research Academies は、論文執筆者、査読者、ジャーナル編集者が、競争の激しい今日の学術界で成功するため

のノウハウをご提供する、対面式のトレーニングワークショップです。

一般的な講座日数：1 ～ 2 日 

対象人数：50 ～ 250 人 

対象者：キャリア初期の研究者

一般的な講座日数：1 日 

最大人数：25 人 

対象者：ポスドク・教員

一般的な講座日数：1 日 

最大人数：25 人 

対象者：教授

Maximise Academic Impact  
& Researcher Support
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Naturejobs

Naturejobs は、グローバルなキャリア情報を配信する、科学者のためのリクルー

トサービスです。シュプリンガー・ネイチャーが提供する、影響力の高いプリン

ト・オンライン媒体媒体で、世界中の有能な人材に訴求することができます。

掲載プラン

Naturejobs ではご予算とご希望に合わせて、Branded Job 

（B）、Enhanced Job（E）、Premium Job（P）の 3 種類

のプランをご用意しています。

B E P

Job Matching ○ ○ ○

Logo in Search ○ ○ ○

Logo in Description ○ ○ ○

Featured ○ ○

Highlight ○ ○

Spotlight ○ ○

Job of the Week ○

所属機関＊2

教育機関� 77%

民間企業� 14%

医療機関� 4%

政府機関� 4%

その他� 1%

職業＊2

学生 / 博士（PhD）� 44%

ポスドク/ 研究員� 43%

シニアサイエンティスト� 11%

その他� 2%

学位＊2

博士（PhD）� 64%

理学修士（MSc）� 28%

理学士（BSc）� 7%

準学士� 1%

媒体概要＊1

月間ページビュー

110万

月間ユニークユーザー

22万1000人

検索可能な候補者

4万4000人
＊2

ニュースレター登録者

21万5000人
＊2 

年間検索ワード� 620 万件

掲載求人� 1 万 9000 件

掲載履歴書� 10 万 6000 件

1 求人あたりの応募者平均� 5.5 人

ユーザー所在国� 130 カ国以上

＊1 Webtrends 2016 年　＊2 自社データ 2016 年

1

2

3

4

Logo

Logo

Logo

Logo

Logo

Logo

1 Spotlight　該当する検索がされた場合、結果画面の

トップ「Spotlighted jobs」枠内に表示されます。

2 Featured　  アイコンが表示されます。

3 Highlight　背景に色がつきます。

4 Logo　 検 索 結 果 画 面（in Search） と 募 集 要 項（in 

Description）ページにロゴを掲載します。

Job of the Week　naturejobs.comトップページの「Job 

of the Week」に 1 週間掲載いたします。

Job Matching　募集要項に使用されている単語を元に、

nature.com 内の関連するコンテンツを検知、該当ページ

に広告を掲載します。（掲載ページの指定や、実際に広告が

掲載されたページの特定はできません。）

40% 35% 21% 4% その他
アジア・

パシフィック
北米・南米欧　州

エリア別アクセス分布＊1
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Employer Profile Plus

雇用主情報は、求職者にとって関心が高い事項のひとつです。Naturejobs では、

現在募集中のポストを一覧できる各雇用主の専用ページを設けています。この

ページにプロフィールや動画などを掲載することで、機関の功績や強み、現在の

取り組みなどの情報を効果的に訴求することができます。

標準の Employer ページには以下の内容が含まれます。

1 現在募集中の要項リスト

2 �求人メール登録ボックス 

新しい募集広告を掲載するとユーザーにメールでお知らせします。

上記に加え、Employer Profile Plus には以下の内容が含まれます。

3 画像、動画

4 カスタム・プロフィール

5 ロゴ、住所やメールアドレスなど

6 SNS フィード

以下のオンラインプロモーション

・Naturejobs ニュースレターの Featured Employer セクションにロゴ掲載

・�naturejobs.com 内の Featured Employer セクションにロゴ掲載 

（トップページ、検索結果ページ、雇用者リストページ掲載）

・@naturejobs アカウントでのスポンサー・ツィート

Naturejobs　ニュースレター

Naturejobs では、毎週最新のキャリア関連ニュースや記事を配信しています。こ

のニュースレターをご活用いただくことで、キャリア志向のユーザーに効果的に

アプローチすることができます。

登録者数	 21 万 5000 人＊1

配 信 日	 毎週木曜日

Naturejobs ニュースレターでは、3 種類の広告枠を設けています。

1 �リーダーボードバナー 

毎号 2 件掲載

2 �Featured Employers  

毎号 5 件掲載。120x60 px のロゴから Employer Profile Plus にリンク

3 �Recent science jobs 

募集要項と企業名を掲載。naturejobs.com の募集要項ページにリンク

＊1 自社データ 2016 年
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求人広告・ネイティブ広告

Nature をはじめ、弊社の影響力の高いジャーナルに求人広告を出稿することで、

世界中の優秀な研究者にリーチすることができます。国内向けの求人には、日本

印刷版の Nature をご利用ください。

内部的な視点（Inside View）で機関を紹介する、見開き 2 ページの広告記事で

す。機関の “ ブランド・アンバサダー ” となる職員や研究者を 1 名選出していた

だき、弊社が派遣する経験豊富なライターが、取材に基づき記事を書き起こしま

す。記事には、ブランド・アンバサダーの写真を掲載いたします。職場環境やカ

ルチャー、新規プロジェクトなど、現場の声で語ることで、機関のイメージをよ

り具体的に構築することができます。

Inside View は以下の内容を含みます。

・�見開き 2 ページの誌面スペース 

（記事体広告 1 ページ + 通常広告 1 ページ）

・Naturejobs に 1 年間オンライン掲載

・表紙付き抜き刷り冊子 150 冊提供 

・オンラインプロモーション

スポンサーブログポスト

Naturejobs のサイエンスブロガー・

コミュニティに参加して、世界的なビ

ジビリティを強化しましょう。機関の

功績や、強み、新たな試みなどをブロ

グ掲載いたします。弊社の経験豊富な

編集チームが、文調、テーマ、コンテ

ンツや文字量など、ターゲットに対し

て適切なコンテンツ制作をお手伝い

いたします。

 

スポンサーブログポストは以下のプロモーションを含みます。

・Naturejobs のブログに掲載

・Facebook、Twitter に画像付き投稿

・バナー広告 7 万 5000 インプレッション

Nature 全世界版

発行部数

5万1416 部
＊1 

推定読者数

37万4364 人
＊2

Nature 日本印刷版

発行部数

2058部
＊1 

推定読者数

4万5303人
＊2 
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イベント & ウェビナー

Nature Café は、シュプリンガー・ネイチャーが主催するサイエンスカフェで

す。セミナーとは異なり、和やかな雰囲気の中で、有識人や話題の人物、興味を

共有する参加者と、特定のトピックについて意見交換を行っていただく場です。

国内外の科学コミュニティに対し効果的に訴求し、またダイレクトレスポンスを

得ることができる、大変希少な機会です。

一般的な Nature Café は以下を含みます。

・イベントウェブサイト制作

・登録システム制作

・E メールや SNS による集客・参加者管理

・パネリスト・モデレータの招へい・手配（ご希望の場合）

・当日運営

・イベントレポートの執筆・制作、誌面・オンライン掲載

・事後プロモーション

・PR メディアやイベントウェブサイトでのスポンサー告知

1 協賛機関ロゴ

2 SNS リンク

3 スピーカー略歴

4 Ask a question　参加者からの質問を募集

5 �LIVE EVENT / TECH SUPPORT�  

技術的質問に対するサポートをリアルタイムで提供

6 Overview　フォーラムの概略

7 �Resources　補足資料のダウンロード、協賛機関ウェブ

サイトへのリンク

トップレベルの研究者や政策決定者など、世界中に広がる

影響力の高い nature.com のオーディエンスと、双方向の

コミュニケーションをとることができるのがウェブキャス

トの魅力です。オーディエンスはライブで参加し、活発な

意見交換を行います。

エディトリアル

Nature の編集チームがコンテンツの責任を負い、最新テー

マでのディスカッションやディベートの進行役を務めます。

カスタム

コンテンツ構成に関するアドバイスや、プロジェクト管理、

モデレーター手配などのサポートをいたします。コンテン

ツ責任はスポンサー機関が負い、プレゼンター手配も行っ

ていただきます。

規模：60 名程度

パネリスト：3 名（+ モデレータ 1 名）

スケジュール

パネリストによる講演：1 時間

参加者を交えたパネルディスカッション：

1 時間

懇親会（軽食・ドリンク提供）：

1 時間

1

2 3

4
6 7

5

go.nature.com/NatureCafe

Demonstrate Leadership  
& Build Collaborations



ネイチャー・リサーチ

インスティテューショナル＆コーポレート・パートナーシップ

〒 105-6005　東京都港区虎ノ門 4-3-1　城山トラストタワー 5F

T	 03-4533-8094（部門代表）

E	 advertising@natureasia.com


